
①学習するシーンを選択し探索

1 シーンの選択・疑似体験

システム 開発言語 : C# 開発環境 : Unity

2.1 状況を再定義し
選択肢に潜むリスクを考察

2.2 自分の選択に不足していた観点について
実際の事例の記事を見ながら考察

3 経験を通して学習したことの汎化

災害時の理解スクリプトの形成 災害時の理解スクリプトの汎化

災害課題を設定
※不可視

想定状況

行動の結果
(歩道橋の崩落)

体験型防災学習による
理解スクリプト形成支援システム
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研究目的 災害時の理解スクリプト形成支援システムの実現

2. 行動のリスク分析と結果考察1. 仮想空間での
災害の疑似体験

3. 学習したことの汎化

研究背景

アプローチ

橋を渡ると崩壊する
危険がある

望ましい防災学習

その行動を絶対的とするのでは無く
その根拠を考え学ぶ

状況の定義

危機の
手がかり情報

初期的
制約条件

災害時の
理解スクリプトの

形成と活性化

詳細な
情報分析

状況の再定義

異常の
直接知覚

仮想空間での体験型の防災学習によって
実際の災害と類似した教材を提供

理解スクリプト[1]
→その状況や行為がどの程度
危険か理解するための知識

自分の持っている平時の理解スクリプトを災害時の理解スクリプトに修正し状況の再定義を行えることが必要

例. 地震時に車を使うと
渋滞し逃げ遅れることが
ある

足を痛めてるけど
歩いて逃げなきゃ車で避難すると渋滞に

巻き込まれる可能性が
高いのか…

でももし怪我をしていたら
車の方が早いかもしれない

その結果

不安全な行動とされる行動でも
根拠を持って選択できる

おばあさんを
おんぶする必要があるから
歩いていくよりは車で

逃げる方がいいのでは？

従来の防災学習

行動選択の
メリットデメリットについて

深く学んでいない

その結果

持っている知識を鵜呑みにして
盲目的に当てはめる

そのために

複数の行動の選択肢がある中で
どの選択肢にどの程度のリスクが潜むのかを考え行動

今は赤だけど
青信号の道路なら

安全

災害時には車が赤信号を
無視する危険がある

緊急時の
理解スクリプトの

形成信号無視した車と衝突

道を渡りたい 災害時には赤信号を
無視する車がいる

災害時には平常時のルールが
守られない想定をする必要がある

特定の文脈 脱文脈化

限定された災害経験から形成される
状況依存的なスクリプトを汎化

防災学習における困難性

防災学習において
実際に体験して学ぶことは難しい

今後の課題 ➢ 災害課題コンテンツの充実
➢ 評価実験の実施

想定できないイレギュラーな
状況に適応的で根拠を持って

判断できるようになることが難しい

自分ごととして
学ぶことが難しい
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